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今
、
前
立
腺
が
ん
の
手
術
は

　
　
　
　
　
遠
隔
操
作
で
行
な
う
時
代

　

前
立
腺
が
ん
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
で
根
治

も
可
能
に
な
っ
た
が
ん
治
療
で
す
が
、
今
は
開
腹
手
術
で
は
な
く
、
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
病
院
も
あ
り
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
地
区
に
あ
る
「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」
に
は
、手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
」
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
泌
尿
器
科
の
下
平
憲
治
医
師
に
、
こ
の
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
手
術
や
前
立
腺
が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
、お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
が

　   

つ
い
に
湘
南
東
部
総
合
病
院（
茅
ヶ
崎
）へ

腹
部
の
癌
が
増
加

　

日
本
人
男
性
に
お
い
て
、
急
速

に
増
加
し
て
い
る
癌
（
が
ん
）
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
前
立
腺
が

ん
」
で
す
。
２
０
１
５
年
の
統
計

（
が
ん
研
究
振
興
財
団
「
が
ん
の

開
腹
よ
り
も
は
る
か
に
小
さ
い

　
（
下
平
医
師
）「
こ
の
度
、
湘
南

東
部
総
合
病
院
に
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
腹
部
の
小
さ
な
創
か下平 憲治 医師

　

手
術
の
適
応
範
囲
が
拡
大
し
た
「
人
工
内
耳
」。

人
工
内
耳
の
し
く
み
や
手
術
な
ど
に
つ
い
て
、
茅
ケ

崎
中
央
病
院
で
副
院
長
を
務
め
る
石
田
克
紀
医
師
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

「
人
工
内
耳
手
術
と
リ
ハ
ビ
リ
は
ぜ
ひ
当
院
で
」

茅
ケ
崎
中
央
病
院
　
石
田
克
紀 

副
院
長
（
耳
鼻
咽
喉
科
）

　
「
人
工
内
耳
」
と
は
、
音
を
大

き
く
す
る
「
補
聴
器
」
と
異
な
り
、

障
害
の
あ
る
内
耳
に
か
わ
っ
て
音

を
電
気
信
号
に
変
え
、
聴
神
経
に

伝
え
る
医
療
機
器
で
す
。

　
（
石
田
Dr.
）「『
人
工
内
耳
』
と

は
、音
を
大
き
く
す
る
『
補
聴
器
』

と
は
異
な
る
も
の
で
、
内
耳
が
原

因
で
あ
る
最
重
度
の
感
音
難
聴
に

は
、
補
聴
器
よ
り
も
人
工
内
耳
が

有
効
で
す
。

　

人
工
内
耳
に
は
、
手
術
に
よ
っ

て
体
内
に
埋
め
込
む
装
置
（
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
）
と
、
体
の
外
に
着
け

る
装
置
（
プ
ロ
セ
ッ
サ
）
が
あ
り

ま
す
。

　

人
工
内
耳
が
開
発
さ
れ
、
実
際

に
手
術
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
既
に

30
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

機
器
の
信
頼
性
や
術
後
の
聴
取
能

成
績
に
は
実
績
が
あ
り
、
そ
の
有

効
性
か
ら
、
昨
年
、
19
年
ぶ
り
に

人
工
内
耳
の
適
応
基
準
（
成
人
）

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
」

25
年
の
手
術
キ
ャ
リ
ア　

　
「
前
任
地
を
含
め
、
１
９
９
３

年
か
ら
私
は
人
工
内
耳
手
術
に
携

わ
り
、
約
１
４
０
名
に
お
よ
ぶ
患

者
様
の
手
術
を
担
当
し
、
聴
覚
の

（
再
）
獲
得
に
貢
献
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
神
奈
川
県
に

お
け
る
人
工
内
耳
手
術
の
創
成
期

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し

て
治
療
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
（
茅
ケ
崎
中
央
病
院
）
で

は
、
手
術
の
ほ
か
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
２
０
１
０
年

か
ら
は
蝸
牛
（
内
耳
）
の
機
能
と

構
造
を
温
存
す
る
手
術
法
「
正
円

窓
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
補
聴
器
の
調
整
を
行

な
っ
て
も
、
言
葉
の
聞
き
取
り
が

不
自
由
だ
っ
た
高
度
難
聴
者
の
方

の
中
に
、
今
回
の
基
準
見
直
し
に

よ
っ
て
人
工
内
耳
治
療
に
よ
る
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
方
が
増
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

補
聴
器
を
つ
け
て
も
十
分
に
会

話
が
で
き
な
い
方
や
そ
の
ご
家
族

の
方
は
、
当
院
の
外
来
に
ご
相
談

下
さ
い
」。（
茅
ケ
崎
中
央
病
院
☎︎

０
４
６
７
・
８
６
・
６
５
３
０
）

耳鼻咽喉科 石田克紀 Dr.
（茅ケ崎中央病院）

重度難聴
聴力レベルが90dB以上
（音の目安：犬の鳴き声、カラオケの店内）
補聴器の効果が少なく、人工内耳
の装用が必要になる場合があります。

高度難聴
聴力レベルが70～90dB
（音の目安：電車の車内・セミの鳴き声）
高出力補聴器の装用が必要になります。

中等度
難聴

聴力レベルが50～70dB
（音の目安：換気扇の音・トイレの洗浄音）
補聴器を装用しないと、
会話の聴き取りが難しくなります。

軽度
難聴

聴力レベルが30～50dB
ささやき声や静かな会話の聴き取りが
難しくなります。

正 常 聴力レベルが30dBまで
小さな音やささやき声も聞こえます。

人
工
内
耳

補
聴
器

危ないのどの痛み ～のどの痛みあれこれ～
　風邪でのどが痛くなることが多くなり
ますよね。
　のどの痛みは窒息の危険が潜んでいる
こともあります。「たかが、のどの痛み」と
馬鹿にしてはいけません。この痛みのあれ
これをお話しします。

7月19日（木）14：30から
湘南ふれあいの園 2階 ラウンジ

次回予告

講 

師

日 程

会 場

茅ケ崎中央病院
耳鼻咽喉科

喜多村 健 医師

医学講座 参加無料参加無料

8月4日（土）13:00から
【講師】 皮膚科 小林 伸子医師 「“日焼け”について」

辻堂

中央公園

平塚

北口

1

茅ケ崎駅

茅ケ崎
中央病院茅ヶ崎市役所

湘南
ふれあいの園

茅ケ崎駅前

交通のご案内

お問合わせ
茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

JR茅ケ崎駅北口より徒歩5分

統
計
15'
」）
に
よ
る
と
、
男
性
の

部
位
別
が
ん
患
者
数
で「
胃
が
ん
」

を
抜
い
て
「
前
立
腺
が
ん
」
は
１

位
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
を

み
て
も
、「
胃
が
ん
」「
肺
が
ん
」「
大

腸
が
ん
」
と
と
も
に
羅
患
数
の
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

注
目
度
も
急
上
昇

　

早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
手
術

に
よ
る
根
治
も
可
能
で
す
。
こ
の

治
療
は
繊
細
な
部
分
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
最
先
端
の
医
療
技
術
が

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
最
近
医

療
系
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
一
般
的
に
も

知
ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

例
え
ば
、
遠
隔
操
作
で
行
な
う

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。「
ロ

ボ
ッ
ト
」
と
い
っ
て
も
、
実
際
に

操
作
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
医
師
で

す
。
米
粒
に
文
字
を
書
く
こ
と
も

で
き
る
ほ
ど
、
細
か
い
動
作
を
得

意
と
し
た
高
性
能
な
支
援
シ
ス
テ

ム
で
す
。
人
間
の
手
の
動
作
以
上

に
正
確
に
行
な
え
る
こ
と
が
話
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

湘
南
エ
リ
ア
の
茅
ヶ
崎
で
は
、

湘
南
東
部
総
合
病
院
に
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
ロ
ボ
ッ

ト
外
科
学
会
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
国
内
の
泌
尿
器
手

術
実
績
は
１
万
２
４
０
４
件
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
２
０
１
５
年
）。

同
学
会
等
で
は
「
体
へ
の
低
侵
襲

性
、
細
か
い
操
作
の
確
実
性
、
出

血
量
の
低
減
、身
体
機
能
の
温
存
、

入
院
期
間
短
縮
」
な
ど
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
治
療
に
つ
い
て
、

「
前
立
腺
が
ん
」
摘
出
術
で
は
健

康
保
険
が
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
治
療
や
手
術
内
容
な
ど

は
、
泌
尿
器
科
で
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
な
ど
を
担

当
で
き
る
医
師
が
い
る
医
療
機
関

（
湘
南
東
部
総
合
病
院
の
泌
尿
器

科
等
）
の
外
来
で
、
具
体
的
な
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
。

ら
入
れ
た
内
視
鏡
カ
メ
ラ
と
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
よ
り
、
お
な
か

を
切
ら
ず
に
行
な
う
内
視
鏡
手
術

で
す
。

　

従
来
の
開
腹
手
術
と
異
な
り
、

患
者
さ
ま
へ
の
負
担
が
少
な
い
低

侵
襲
手
術
で
す
の
で
、
早
期
の
社

会
復
帰
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
臓
器
の
機
能
温
存

を
は
か
る
こ
と
な
ど
を
含
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
日
本
国
内
で
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
』
を
導
入
し
て
い
る
施
設
は
約

２
８
０
施
設
あ
り
ま
す
が
、
茅
ヶ

崎
地
区
で
は
当
院
が
は
じ
め
て
に

な
り
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
地
区
に
こ
の
先
端
技
術

の
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
一

人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ま
に
安
心

し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

前
立
腺
が
ん
に
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

　
「
近
年
、
社
会
全
体
の
高
齢
化

や
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
前
立
腺
が
ん
は
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

　

健
康
診
断
な
ど
で
前
立
腺
が
ん

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」

が
普
及
し
、
よ
り
早
期
に
前
立
腺

が
ん
を
診
断
（
確
定
診
断
に
は
、

組
織
検
査
を
実
施
）
し
て
治
療
を

行
な
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

　

早
期
に
発
見
さ
れ
た
局
所
の
前

立
腺
が
ん
で
あ
れ
ば
、
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
の

手
術
で
根
治
も
望
め
ま
す
。

　

ま
だ
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
受
け
ら
れ

た
こ
と
の
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
検
査
の
受
診
を
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
」。

■
取
材
協
力

湘
南
東
部
総
合
病
院

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
１
１

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

http://www.fureai-g.or.jp/
toubu/

湘
南
東
部
総
合
病
院
　
泌
尿
器
科

手術支援ロボッ
トの手術風景

（イメージ・上）、
手術支援ロボッ
ト「ダ・ヴィン
チ」（右）

泌尿器科治療のご紹介～前立腺がんの治療 「ダ・ヴィンチ」の今～
～尿路結石の治療 ＥＳＷLの現在～

　前立腺がん手術において近年注目され
ている手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」の
ご紹介と、尿路結石を衝撃波で破砕して
切らずに治す体外衝撃波術（ＥＳＷL）の
お話です。
　身体への負担が比較的少ない、現在
の泌尿器治療について説明いたします。

次回予告
8月下旬開催予定

7月30日（月）13：00～14：00
湘南東部総合病院 東館1階 講堂

講 

師

日 程

会 場

交通のご案内

お問合わせ
湘南東部総合病院（地域連携室）
☎0467-89-3633
茅ヶ崎市西久保500

湘南東部総合病院
泌尿器科

下平 憲治 医師

JR茅ケ崎駅北口および茅ヶ崎市内各所
より無料シャトルバスあり

医学講座 参加無料参加無料

新湘南バイパス

北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

1
北口

中央公園

茅ケ崎駅

湘南東部
総合病院

45

　

こ
れ
ま
で
、
裸
耳
で
の
聴
力
検

査
で
、平
均
聴
力
レ
ベ
ル（
５
０
０

Hz
／
１
０
０
０
Hz
／
２
０
０
０

Hz
）
が
90
デ
シ
ベ
ル
（
dB
）
以
上

の
最
重
度
の
感
音
難
聴
者
に
人
工

内
耳
の
手
術
適
応
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
昨
年
の
適
応
基
準
の
見

直
し
に
よ
っ
て
、
平
均
聴
力
レ
ベ

ル
が
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
90
デ
シ

ベ
ル
未
満
で
も
最
良
に
調
整
さ
れ

た
補
聴
器
を
装
着
し
て
行
な
っ
た

聞
き
取
り
検
査
の
結
果
が
50
％
以

下
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
手
術
対

象
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
い
感
音
難
聴
で
の
聞
き
取
り

の
改
善
に
は
、
高
出
力
の
補
聴
器

が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
難
聴
の
程

度
に
よ
っ
て
は
補
聴
器
に
も
限
界

が
あ
り
、
役
立
た
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

人
工
内
耳
が
有
効
で
す
。

人工内耳と補聴器の対象となる聴力レベル

人
工
内
耳
、　
dB
以
上
も
適
応
認
定
！

70



2
　

○
…
「
当
院
は
自
然
に
囲
ま
れ

て
い
る
の
で
、
四
季
折
々
の
景
色

が
楽
し
め
ま
す
。
そ
れ
を
活
か
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
心

理
療
法
に
も
適
し
た
環
境
で
す
」。

認
知
症
を
中
心
に
精
神
疾
患
に
対

応
し
て
い
る
「
湘
南
さ
く
ら
病
院

（
茅
ヶ
崎
市
下
寺
尾
１
８
３
３
）」

で
、
外
来
（
毎
週
金
曜
日
午
前
）

や
病
棟
の
診
察
を
担
当
し
て
い
ま

す
。「
作
業
療
法
士
や
精
神
保
健

福
祉
士
、
管
理
栄
養
士
な
ど
、
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
の
分
野
で
も
ベ
テ
ラ

ン
の
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
る
の

で
、
頼
れ
る
存
在
で
す
。
看
護
師

や
介
護
士
は
病
棟
に
24
時
間
体

制
、
医
療
相
談
員
も
お
一
人
お
ひ

と
り
担
当
が
つ
き
ま
す
の
で
、
安

心
感
を
も
っ
て
治
療
を
続
け
て
い

け
る
病
院
で
す
」。

　

○
…
熊
本
大
卒
業
後
、
九
州
地

方
で
の
勤
務
を
経
て
神
奈
川
へ
。

そ
の
人
に
と
っ
て
何
が
幸
せ
な
の

か
を
総
合
的
に
判
断
し
た
治
療
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。「
当
院
は
高

齢
者
の
患
者
様
が
圧
倒
的
な
の

で
、
ご
家
族
様
と
の
お
話
も
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
患
者
様
ご
本

人
の
ご
希
望
と
、
ご
家
族
様
の
ご

意
見
、
さ
ら
に
医
師
と
し
て
医
学

的
な
見
解
を
、
ど
う
取
り
入
れ
て

治
療
方
針
を
提
案
す
る
か
を
常
に

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
に

よ
っ
て
『
幸
せ
』
が
異
な
る
の
で
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
人
生
の
質
）
を
総
合
的

に
判
断
す
る
た
め
に
、
丁
寧
に
お

話
を
聞
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
」。

　

○
…
精
神
科
の
医
師
と
し
て

「
患
者
様
の
生
活
全
般
に
係
る
治

療
を
行
な
う
こ
と
が
大
事
。
人
生

の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
し
て
差
し
上

げ
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
医

学
的
な
内
容
ば
か
り
を
優
先
に
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
こ
れ

ま
で
送
っ
て
き
た
人
生
観
や
家
族

の
状
況
な
ど
に
も
目
を
行
き
届
か

せ
、「
家
族
が
介
護
で
き
り
き
り

舞
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
感
じ
と
り
、

医
療
相
談
員
と
連
携
し
な
が
ら
利

用
で
き
る
国
の
社
会
保
障
制
度
や

医
療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
す
る

こ
と
も
、
医
師
の
重
要
な
役
割
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」。
ニ
ッ
コ
リ

笑
顔
の
合
間
に
み
ら
れ
る
真
剣
な

眼
差
し
と
、
患
者
へ
の
心
遣
い
が

印
象
的
で
す
。

こ
の「
人
」に
聞
く

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　

　

退
院
後
の
復
帰
や
介
護
家
族
の
負
担
軽
減
に

人
生
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
と

介
護
家
族
へ
の
配
慮
を
重
視

る
日
常
生
活
の
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
所
で
は
、
退
院
後
に
リ
ハ
ビ

リ
が
必
要
な
人
や
家
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
の

ケ
ア
の
ほ
か
に
、
介
護
家
族
の
精

神
的
な
負
担
の
軽
減
や
時
間
の
確

保
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

主
な
サ
ー
ビ
ス

【
１
】
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
…
…
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
ス
タ
ッ
フ
（
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
）
に
よ

る
個
別
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
。
自
宅

で
も
で
き
る
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
、
身
体
機
能
の
維
持
と
向

上
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

【
２
】
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
…
…
作
業
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
自

然
と
掛
け
声
や
笑
い
声
が
生
ま

れ
、
楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
動
か

す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
普

段
あ
ま
り
話
さ
な
い
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
と
い
う
人
も

楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
３
】
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
…
…
自
宅
で
入
浴
が
困
難
な
場

合
に
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

困
難
な
動
作
を
介
助
し
、
可
能
な

限
り
自
立
を
目
指
す
内
容
で
す
。

　

施
設
担
当
者
は
、「
在
宅
生
活

で
お
困
り
の
方
、
心
身
の
衰
え
が

気
に
な
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

櫻井 優香
（さくらい ゆか）

湘南さくら病院
【精神科】
精神保健指定医

夏バテ防止に～夏野菜カレー～

夏野菜の抗酸化作用
パプリカやトマト、オクラなど色の濃い野菜には
抗酸化力があります。体内で発生した活性酸素を
除去し、病気の原因や身体の老化を防ぐ働きがあ
ります。

監修・調理／管理栄養士　穴田律子

材料
■ 夏野菜カレー
　米（精白米）…… 70g
　豚肉…………… 30g
　玉ねぎ…………… 30g
　油………………… 5g
　ホールトマト…… 20g
　カレールー……… 15g
　ウスターソース… 30g
　水……………… 80ml

■ アスパラとトマトの
　 香味サラダ
　トマト………… 60g
　アスパラガス… 20g
　みょうが……… 5g
　しそ…………… 3g
　ノンオイル和風ドレッシング… 15g

パプリカ（赤）…8g
パプリカ（黄）…8g
オクラ………… 10g
かぼちゃ……… 15g
ズッキーニ…… 20g
オリーブオイル…5g

　

安
心
し
て
在
宅
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
自
立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。

施
設
担
当
者
に
、通
所
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
」
と
は
、
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
高
齢
者
施
設
で
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ

い
の
桜
」
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
開
設
以
来
、
利
用
者

が
安
心
し
た
在
宅
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
自
立
に
向
け
た
幅
広
い
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
入
浴
・

食
事
・
ト
イ
レ
動
作
な
ど
に
お
け

これで安心！老人ホームの選び方
主なセミナー内容

老人ホームの種類と違い､現状

在宅と施設入居のメリット･
デメリット

費用と資金計画

個別入居相談
（セミナー終了後に実施）

無料セミナー 定員
20名
要予約

7 28月　 　日 土
13:30～15:15
会場：フジサワ名店ビル
　　　6階 A ホール

〒251-0055 
藤沢市南藤沢 2-1-1

申込はこちら 湘南ふれあいの園 ☎ 0467-57-6050

南口

藤沢駅

フジサワ
名店ビルOPA

小田急百貨店

湘南ふれあいの園では、毎回人気の無料セミナーを開催し
ます！先着 20 名様限定のセミナーです。お申し込み、詳
細は、下記連絡先までご連絡ください。

（湘南東部）

このような方は
是非ご相談を！

病院からの退院直後で
リハビリが必要な方

家に閉じこもりがちで、
出歩く機会が少なくなって
しまった方

介護家族の負担軽減が
必要な方
介護から解放されることで、介護負担の
軽減／精神的負担の軽減／時間的余裕の
確保などのお手伝いができます。

楽しみながらのリハビリテーションが好評

介護老人保健施設

ふれあいの桜
☎ 0466-86-9311
〒252-0816
藤沢市遠藤 446-1

施設見学は随時
受 付 中 で す！

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園 

湘
南
東
部 

リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
が
常
駐
す
る
理
由
と
は
？

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園 

湘
南
東
部
」
は
、
運
動
機
能

の
維
持
や
生
活
の
活
性
化
の
た
め
に
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
施
設
で
す
。
毎
日
の
生
活
を
よ
り
快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
同
施

設
が
実
施
し
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。　
（
取
材
協
力
／
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
）

　

同
施
設
は
、
原
則
65
歳
以
上
の

要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
が
入
居
で
き
る
介
護
付
有

料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
い
つ
ま
で

も
健
康
で
、
自
分
ら
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な

介
護
は
も
ち
ろ
ん
、
個
々
に
合
わ

せ
た
機
能
訓
練
や
趣
味
を
継
続
す

る
お
手
伝
い
な
ど
の
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
で
は
、「
個
別
リ
ハ
ビ

リ
」「
集
団
リ
ハ
ビ
リ
」「
運
動
機

能
訓
練
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
が

評
判
で
す
。

理
学
療
法
士
が
常
駐

　

協
力
医
療
機
関
「
湘
南
東
部
総

合
病
院
」
に
所
属
す
る
リ
ハ
ビ
リ

の
国
家
資
格
保
有
職
員
・
理
学
療

法
士
が
、
施
設
に
常
駐
し
て
い
ま

す
。
心
身
の
状
態
に
合
わ
せ
た
個

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
施
術
し
、下
肢
の
筋
力
・

耐
久
力
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

飲
込
み
機
能
の
向
上

　

さ
ら
に
同
院
か
ら
、
言
語
聴
覚

士
（
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
国
家
資
格

保
有
職
員
）
や
作
業
療
法
士
（
同
）

が
出
張
し
、
集
団
リ
ハ
ビ
リ
を
週

２
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
嚥え
ん
げ下

（
飲
込
み
）
機
能
の
維

持
・
向
上
を
目
的
と
し
た
「
口
腔

機
能
訓
練
」
や
、
自
分
で
考
え
な

が
ら
手
足
を
動
か
す
「
リ
ズ
ム
体

操
」
も
行
な
い
ま
す
。

無
理
な
く
で
き
る
内
容

　

介
護
職
員
に
よ
る
機

能
訓
練
も
本
格
的
。
生

活
機
能
の
向
上
を
目
指

し
、
日
常
動
作
の
中
で

無
理
な
く
で
き
る
内
容

を
提
供
し
、
生
活
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
よ
う
に
、「
湘
南

ふ
れ
あ
い
の
園 

湘
南
東

部
」
で
は
、
日
々
の
生

活
に
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
楽
し
く

生
活
す
る
た
め
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
の
詳
細
や
見

学
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
な

ど
、
お
電
話
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園

　
　
　
　
　
　
　
　
湘
南
東
部

    

☎
０
４
６
７・５
７・６
０
５
０

理学療法士が一人ひとりにあわせて
リハビリを実施（上）、集団で行な
う機能訓練も専門療法士が指導（左）

北
茅
ケ
崎
駅

茅ケ
崎駅

湘南ふれあいの園
湘南東部

湘南ふれあいの園
湘南東部
☎ 0467-57-6050
〒253-0083
茅ヶ崎市西久保 745
茅ケ崎駅北口より無料シャトル
バスで約 10 分。「湘南東部総合
病院」下車徒歩 3分。
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株式会社FMC 〒253-0083 神奈川県茅ヶ崎市西久保500番地

☎0467-88-1263

184,600円～327,600円
（夜勤1回）  5,000円
（皆勤手当）10,000円

時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～

● ふれあい東戸塚保育園 〒244-0806 神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-15 ☎045-827-2637
● ふれあい大和保育園 〒242-0006 神奈川県大和市南林間9-4-14 ☎046-278-3911
● ふれあい町田保育園 〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘１-３-10 ☎042-798-1121
● ふれあい綾瀬保育園 〒252-1103 神奈川県綾瀬市深谷中1-4-13 ☎0467-77-5111
● ふれあいさがみ野保育園 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷2-16-11 セトビル103 ☎046-233-5110
● ふれあい茅ヶ崎保育園 〒253-0041 神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎2-1-38 茅ヶ崎ソシエ弐番館205 ☎0467-86-6530

● 夏期休暇（最大3日）の他、各種特別休暇あり   ● 医療費補助制度あり（グループ指定の外来・入院・薬局）
● 入職後は充実した研修により、知識・技術の向上が図れます（常勤対象）

新設保育所オープン! 保育士募集

勤務地

非常勤常 勤

認知症をチェックしてみませんか？ ～日常生活から認知障害は把握できます～
　認知症はある日突然、始まるものでは
ありません。少しずつ障害は起きている
のです。今回はチェックリストを使って考える
『道しるべ』を提案させていただきます。
　皆さまお気軽にご参加ください。

7月23日（月）14：00～15：00
湘南さくら病院 1階 作業療法室

次回予告

講 

師

日 程

会 場

交通のご案内

お問合わせ
湘南さくら病院（総務課）
☎0467-54-2255
茅ヶ崎市下寺尾1833

湘南さくら病院
看護部 

麻地 洋司 看護部長

茅ケ崎駅､湘南台駅より
神奈中バス｢文教大学｣下車､徒歩8分

医学講座 参加無料参加無料

8月18日（土）
【講師】 精神科 齊藤医師（予定）

茅ヶ崎駅 辻堂駅

湘南
さくら病院

寒
川
駅

1

47

404

43

新湘南バイパス

湘
南
台
駅

小
田
急
江
ノ
島
線

　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
１
９
年
１
月
実

施
の
国
家
試
験
「
介
護
福
祉
士
」

の
受
験
者
（
予
定
含
む
）
を
対
象

と
し
た
「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」

を
今
秋
に
開
講
し
ま
す
。
日
時
は

10
月
22
日
㈪
、
29
日
㈪
、
11
月
５

日
㈪
の
12
時
30
分
〜
16
時
30
分
。

受
講
料
は
４
千
円
（
上
表
参
照
）。

　

講
座
で
は
過
去
問
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
が
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
多
く

の
受
験
者
が
苦
手
と
す
る
筆
記
試

験
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
内
容
な

の
で
、効
率
よ
く
学
習
で
き
ま
す
。

働
き
な
が
ら
国
家
試
験
合
格
を
目

指
す
方
に
是
非
お
勧
め
で
す
。

　

詳
細
は
、
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オープンキャンパスのご案内 夏は湘南から
　　　始めよう！

湘南医療大学 茅ヶ崎看護専門学校 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

下田看護専門学校

■ AO入試対策説明会

■ 夏のオープンキャンパス
7 月 28 日 ( 土 ) 14:00~16:00

8 月 10 日 ( 金 )・11 日 ( 土 )
10:00~15:00

■ 学校説明会

■ 学校説明会
7 月 28 日 ( 土 ) 13:00~16:00

7 月 21 日 ( 土 ) 10:00~12:00

＊理学療法学科・作業療法学科

＊言語聴覚学科

体験実習あり

8 月 28 日 ( 火 ) 13:00~16:00

7 月 28 日 ( 土 ) 10:00~12:30

7 月 29 日 ( 日 ) 10:00~11:30

7 月 31 日 ( 火 ) 10:00~12:30

お問い合わせ  ☎045-821-0115 お問い合わせ  ☎0467-86-6011 お問い合わせ  ☎0467-88-6611

お問い合わせ  ☎0558-25-2211 お問い合わせ  ☎042-744-9711

学校説明会･オープンキャンパスなどについては､各校へお問い合わせください。　医療･保健･福祉･教育の「ふれあいグループ」学校法人 湘南ふれあい学園

医療ビジネス観光情報専門学校

模擬授業･AOエントリー説明会

保護者対象説明会

医療ビジネス学科限定・スペシャルオープンキャンパス

観光学科限定・お仕事見学会

■ オープンキャンパス
8 月 4日 ( 土 ) 13:00~16:00

■ 学校説明会
7 月 21 日 ( 土 )

模擬授業あり
13:00~16:00

■ オープンキャンパス

7 月 14 日 ( 土 ) 10:00~11:30
模擬授業

＊理学療法学科・作業療法学科
14:00~16:307月21日 (土 )

＊言語聴覚学科
10:00~12:007月21日 (土 )

  

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
対
策
講
座

　  

苦
手
な
筆
記
試
験
を
克
服
し
よ
う
！

　
　
　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

介護福祉士 筆記対策講座
日時

費用

申込

10 月 22 日（月）
10月 29 日（月）
11月    5 日（月）
各日 12:30～16:30
4,000 円
（3回分・テキストは別途）

ふれあい医療福祉研修センター

☎ 0467-84-0576

税込

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
で
学
ぶ
片
岡
栞
さ
ん

（
作
業
療
法
学
科
）
に
、
同
校
で

作
業
療
法
に
つ
い
て
学
ぶ
理
由
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

Ｑ
．
こ
の
学
科
を
選
ん
だ
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
母
が
受
け
た
リ
ハ
ビ
リ
を

間
近
で
見
て
、
リ
ハ
ビ
リ
の
仕
事

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
理
学
療

法
士
と
作
業
療
法
士
で
と
て
も
迷

い
ま
し
た
が
、
自
分
が
得
意
と
す

る
「
も
の
づ
く
り
」
が
活
か
せ
る

作
業
療
法
士
を
選
び
ま
し
た
。

　

高
校
２
年
生
ま
で
は
、
違
う
分

野
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
資
格
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
ら
れ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で

し
た
。

　

Ｑ
．茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
学
校
の
魅
力
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

Ａ
．
先
生
方
が
身
近
で
、
と
て

も
頼
り
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
た

ち
が
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
勉
強
を

進
め
て
い
け
る
か
な
ど
、
い
つ
も

考
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

先
生
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教

材
で
学
ぶ
「
解
剖
学
」
は
と
て
も

分
か
り
や
す
い
で
す
。
今
で
は
私

の
大
好
き
な
科
目
の
一
つ
に
な
り

ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
先
生
方
に
支
え
ら

れ
、
同
級
生
や
先
輩
方
と
協
力
し

な
が
ら
作
業
療
法
士
を
目
指
し
て

い
け
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
（
茅
ヶ
崎
市
南
湖
１
の

６
の
11
）
☎
０
４
６
７・８
８・６

６
１
１

 

在
校
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　      

　
学
校
の
魅
力
は
「
指
導
力
」

　
　
　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

作
業
療
法
士
を
目
指
す
片
岡
さ
ん

　

湘
南
医
療
大
学
は
７
月
28
日

㈯
、
第
二
回
公
開
講
座
「
認
知
機

能
の
低
下
と
の
つ
き
あ
い
方
」
を

開
催
し
ま
す
。
時
間
は
午
前
10
時

か
ら
11
時
。
講
師
は
、
同
大
学
・

看
護
学
科
の
牛
田
貴
子
教
授
が
務

め
ま
す
。

　

加
齢
に
伴
う
認
知
機
能
の
低
下

で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
に

対
し
、
ど
う
受
け
止
め
、
対
処
す

る
か
。
認
知
症
の
実
際
の
意
見
を

手
が
か
り
に
、
認
知
機
能
の
低
下

を
感
じ
て
い
る
本
人
の
立
場
と
家

族
や
周
囲
の
立
場
の
両
面
か
ら
、

考
え
て
い
く
講
座
で
す
。

　

こ
の
公
開
講
座
は
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
兼
ね
て

い
る
の
で
、
参
加
者
に
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

講
座
の
詳
細
・
お
申
し
込
み
は
、

湘
南
医
療
大
学
☎︎
０
４
５
・
８
２

１
・
０
１
０
９
（
地
域
連
携
室
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

    

認
知
症
と
の
付
き
合
い
方
と
対
処
法

　
　
　

湘
南
医
療
大
学

医
療
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険
／

健
康
保
険
組
合
／
共
済
組
合
／
国

保
組
合
な
ど
）
ご
と
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

▽
基
本
的
な
検
査
内
容

　

  

１
．
身
体
診
察

　

  

２
．
問
診

　

  

３
．
身
体
計
測

　

  

４
．
血
圧
測
定

　

  

５
．
血
液
検
査
（
脂
質
検
査
・

　
　
　
肝
機
能
検
査・血
糖
検
査
）

　

  

６
．
尿
検
査

▽
詳
細
な
検
査
項
目

　
（
医
師
が
認
め
た
場
合
）

　
　
１
．
貧
血
検
査

　
　
２
．
心
電
図

　
　
３
．
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

（
※
茅
ヶ
崎
市
で
は
全
員
に
実
施
）

　
　
４
．
眼
底
検
査　

　

特
定
健
康
診
査
は
、
40
〜
74
歳

が
対
象
で
、
今
年
度
（
平
成
30
年

度
）
の
受
診
対
象
者
は
、
昭
和
18

年
９
月
１
日
か
ら
昭
和
54
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
医
療
保
険
者
。

　

対
象
者
に
は
該
当
の
自
治
体
か

ら
今
春
に
「
受
診
券
」
と
「
案
内
」

が
送
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
受

診
期
間
は
６
月
１
日
〜
８
月
31
日

㈮
ま
で
の
３
カ
月
間
。
※
茅
ヶ
崎

市
の
例
。

　

費
用
な
ど
の
詳
細
は
、
茅
ケ
崎

新
北
陵
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
と
も
な
い
、
増
加
し
て
い
る
「
生
活
習
慣
病
」。
国

は
10
年
前
か
ら
、
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
の
予
防
・
改
善
を
目
的
と
し
た
「
特
定
健
康
診
査
」
を
国
民
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
「
特
定
健
康
診
査
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
そ
れ
を
実
施

し
て
い
る
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
は
、
国
内
の
疾

病
全
体
に
占
め
る
【
が
ん
】【
虚

血
性
心
疾
患
】【
脳
血
管
疾
患
】【
糖

尿
病
】
な
ど
の
「
生
活
習
慣
病
」

の
割
合
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
死
亡
原
因
に
お
い
て
も
同

様
で
、
生
活
習
慣
病
が
そ
の
６
割

を
占
め
て
い
る
現
状
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で
も
あ

る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）」
の
疑

い
が
あ
る
人
も
多
く
、
そ
の
予
備

軍
ま
で
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。健

診
の
ほ
か
、
保
健
指
導
も

　

こ
の
よ
う
な
日
本
の
状
況
の
中

で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
の
生
活

の
質
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に

は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
発
症
あ
る
い
は
重
症

化
や
、
合
併
症
の
予
防
に
重
点
を

置
い
た
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

国
（
厚
生
労
働
省
）
は
、
生
活
習

慣
病
を
見
直
す
た
め
に
２
０
０
８

（
平
成
20
）
年
度
か
ら
「
特
定
健

康
診
査
」
を
始
め
ま
し
た
。
検
査

の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
そ
の
予
備
軍
の
人
に
対

し
、
さ
ら
に
国
は
一
人
ひ
と
り
の

状
態
に
合
わ
せ
た
生
活
習
慣
病
改

善
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
「
特
定
保

健
指
導
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

受
診
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る

　

健
康
で
質
の
高
い
生
活
を
送
る

に
は
、
定
期
的
に
身
体
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
日

常
的
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
身

体
の
異
変
を
い
ち
早
く
見
つ
け
、

そ
れ
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、
健
康

へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　
「
特
定
健
康
診
査
」
は
、
生
活

習
慣
病
や
そ
の
前
兆
で
あ
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期

に
発
見
、
改
善
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
忍
び
寄

る
病
魔
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

も
、
定
期
的
な
受
診
を
心
掛
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
診
査
の
結
果
に
少
し
で
も

異
常
値
が
出
た
ら
、
放
置
せ
ず
に

必
ず
医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
毎
年
継
続
的
に

受
診
す
る
こ
と
で
、
身
体
の
変
化

を
見
逃
さ
ず
、
注
意
し
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
北
部
に
あ
り
、
茅
ヶ

崎
市
内
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
寒
川
町

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
の
良
い
茅
ケ
崎

新
北
陵
病
院
は
、
こ
の
「
特
定
健

康
診
査
」
お
よ
び
「
特
定
保
健
指

導
」を
行
な
っ
て
い
る
病
院
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
「
当
院
で
は
毎
年
、

特
定
健
康
診
査
（
市
民
検
診
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。対
象
は
、茅
ヶ

崎
市
ま
た
は
寒
川
町
に
お
住
い
の

方
で
す
。
健
診
内
容
を
ご
確
認
の

上
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

茅
ヶ
崎
市
・
寒
川
町
の
特
定
健
診

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
国
の
施
策　

「
特
定
健
康
診
査
」受
け
て
ま
す
か
？

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

＝
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
に
て

特
定
健
診
の
様
子
（
血
圧
測
定
）

特　集
死因別の死亡割合

その他
39% 31.1%

悪性新生物
31.1%

15.5%
心疾患
15.5%

12.5%
脳血管疾患
12.5%

糖尿病
1.2%

0.6%
高血圧性疾患
0.6%

60.9%
生活習慣病
60.9%

※参考／厚生労働省資料より

茅ケ崎駅

北
茅
ケ
崎
駅

香
川
駅

寒 川 駅 茅ケ崎新北陵病院茅ケ崎新北陵病院
☎ 0467-53-4111
( 問合せ受付時間 : 平日 8:30~16:30)

〒253-0007  茅ヶ崎市行谷 583-1
＊茅ケ崎駅北口と湘南台駅より無料シャトルバス運行

特定健診について
受診期間：平成 30 年 8月 31 日まで
受診時間：月～土曜日  8:30～11:00 / 13:30～15:30

＊詳細はお問い合わせ下さい。

日本での死因別にみた割合グラフ
　このグラフから、日本において生活習慣病が深刻な
　問題となっていることがわかる

講師の牛田貴子教授
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脳
卒
中
は
治
療
開
始
の
速
度
が

　
　
　
　
　
　
　
後
遺
症
に
そ
の
ま
ま
影
響

　
「
寝
た
き
り
」
な
ど
、
介
護
が
必
要
な
人
の
原
因
疾
患
を
調
べ
る
と
、
脳
血
管

疾
患
（
脳
卒
中
）
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
脳
卒
中
の
治
療
は
時
間
に
比

例
し
て
後
遺
症
の
重
度
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
早
い
対
応
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
「
脳
梗
塞
」「
脳
出
血
」「
ク
モ
膜
下
出
血
」
の
３
つ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
脳
卒
中
の
発
症
に
よ
っ
て
、
認
知
症
を
患
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
湘
南
東
部
総
合
病
院
の
小
山
主
夫
医
師
（
脳
神
経
内
科
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

寝
た
き
り
・認
知
症
の
回
避
に
は「
脳
卒
中
」予
防
を

湘
南
東
部
総
合
病
院
　
小
山 

主
夫
　
医
師

患
者
数
は
１
０
０
万
人
以
上

　

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
の

「
厚
生
労
働
省
患
者
調
査
」
に

よ
る
と
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な

小山 主夫 医師
（脳神経内科）

湘南東部総合病院

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
　
花
田 

耕
治 

歯
科
医

「
口
腔
ケ
ア
と
肺
炎
は
深
く
関
係
し
ま
す
」

　

誤
嚥
性
肺
炎
と
口
腔
内
の
清
潔
状
態
は
深
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
の
花
田
耕
治
歯
科
医
に
、
口
腔
ケ
ア

や
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
・
予
防
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
「
誤
嚥
性（
ご
え
ん
せ
い
）肺
炎
」

と
は
、
嚥
下
（
え
ん
げ
）
機
能
に

障
害
が
起
き
て
い
る
た
め
に
、
唾

液
や
食
べ
物
あ
る
い
は
胃
液
な
ど

と
一
緒
に
、
細
菌
が
誤
っ
て
気
道

へ
吸
引
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
発

症
し
ま
す
。

　

嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高

齢
者
に
多
く
発
症
す
る
も
の
で
、

花田耕治 歯科医
（茅ケ崎新北陵病院）

脳
梗
塞
後
遺
症
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
の
神
経
疾
患
の
ほ
か
、
寝

た
き
り
の
患
者
に
顕
著
に
発
生
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
【
肺
炎
球
菌
】
や
口
腔
内
の
常

在
菌
で
あ
る
【
嫌
気
性
菌
】
が
原

因
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

口
の
中
で
菌
が
発
生

　

神
経
疾
患
な
ど
で
寝
た
き
り

の
場
合
、
口
腔
内
の
清
潔
が
十

分
に
保
て
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
口
腔
内
で
肺

炎
の
原
因
と
な
る
細
菌
が
よ
り

多
く
増
殖
す
る
の
で
す
。

　

ま
た
寝
た
き
り
の
状
態
で

は
、
咳
反
射
が
弱
く
な
り
、
嚥
下

機
能
が
低
下
し
ま
す
。
そ
し
て
口

腔
内
の
細
菌
が
、
気
管
か
ら
肺
に

吸
引
さ
れ
て
し
ま
い
、
肺
炎
を
発

症
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
一
般
の
高
齢
者
に
も

起
こ
り
得
ま
す
。
さ
ら
に
、
栄
養

状
態
が
不
良
で
あ
る
こ
と
や
、
免

疫
機
能
の
低
下
な
ど
も
肺
炎
発
症

に
関
与
し
て
き
ま
す
。
嘔
吐
な
ど

に
よ
り
、
食
物
と
胃
液
を
一
度
に

多
く
誤
嚥
し
て
、
発
症
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
口
腔
内
を
清
潔
に
保

つ
た
め
に
、
歯
科
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

KeyPoint
嚥下機能【えんげ -きのう】
ものを飲み込
む働きのこと。

誤嚥【ごえん】
口から食道
に入るべきものが、気道
に入ってしまうこと。

誤嚥
気道

食道

ど
の
脳
血
管
疾
患
（
い
わ
ゆ
る

「
脳
卒
中
」）
の
国
内
患
者
数
は
、

１
１
７
万
９
０
０
０
人
に
の
ぼ
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

脳
卒
中
は
突
然
発
症
し
て
、
命

に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
怖
い
病

気
で
す
。

　

た
と
え
生
還
し
た
と
し
て
も
、

後
遺
症
が
残
る
こ
と
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

介
護
の
大
き
な
原
因
に
！

　

実
際
、
寝
た
き
り
な
ど
の
介
護

が
必
要
に
な
る
原
因
と
し
て
、「
脳

血
管
疾
患
（
脳
卒
中
）」
が
第
２

位
と
な
っ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働

省「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」な
ど
）。

　

脳
卒
中
の
治
療
は
、
時
間
と
の

闘
い
と
い
え
ま
す
。
治
療
の
開
始

が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
回
復
で

き
る
期
待
は
大
き
く
な
る
か
ら
で

す
。

　

寝
た
き
り
や
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
突
然

に
右
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た

ら
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
ぶ
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▽
脳
梗
塞

　
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
も
の

▽
脳
出
血

　

脳
の
中
の
血
管
が
破
れ
た
も
の

▽
ク
モ
膜
下
出
血

　
脳
の
表
面
の
瘤
が
破
れ
て
出
血

　
す
る
も
の

認
知
症
の
発
生
率
が
高
い

　

脳
へ
の
血
流
が
途
絶
え
る
と
、

脳
細
胞
の
壊
死
と
機
能
障
害
が
起

こ
り
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
っ
た
り
、
認
知
症
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　

実
際
、
脳
卒
中
の
発
症
後
１
年

以
内
に
約
10
％
の
方
が
認
知
症
を

発
症
、
脳
卒
中
の
再
発
で
は
約

30
％
の
方
が
認
知
症
を
発
症
す
る

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
」

生
活
習
慣
の
見
直
し
を

　
「
こ
の
よ
う
に
、
寝
た
き
り
や

認
知
症
に
は
、
脳
卒
中
の
予
防
が

重
要
で
す
。

　

脳
卒
中
は
、【
高
血
圧
】【
糖
尿

病
】【
高
脂
血
症
】
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
、
高
リ
ス
ク
と
な
り
ま

す
。ま
ず
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

そ
し
て
そ
れ
に
は
そ
の
前
の
段
階

で
の
日
常
生
活
の
見
直
し
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。

◇
た
ば
こ
を
や
め
る

◇
塩
分
・
脂
肪
が
控
え
め
な
食
事

◇
飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

◇
肥
満
に
注
意

◇
体
力
に
合
っ
た
運
動
の
継
続

　

右
に
あ
げ
た
基
本
的
な
こ
と

が
、
予
防
の
第
一
歩
で
す
。

　

湘
南
東
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

生
活
習
慣
病
外
来
を
は
じ
め
脳
神

経
内
科
ま
で
脳
卒
中
に
関
係
し
た

専
門
外
来
が
充
実
し
て
い
ま
す
」。

■
取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病

院
☎
０
４
６
７・８
３・９
１
１
１

介護が必要になった主な原因

※厚生労働省「平成28年国民生活基礎調査」より

認知症
18.0％その他

25.2％
脳卒中
（脳血管疾患）
16.6％

高齢による衰弱
13.3％

関節疾患
10.2％

心疾患
 4.6％

骨折・
転倒
12.1％

救急車をすぐに
　　　 呼びましょう！

脳卒中の
危険アリ

● 呂律がまわらない
● ことばが言えない
● 目が見えない
● 右（または左）の手足に力が入らない

ろれつ
● めまいで立てない、歩けない
● 顔面や手足がしびれる
● とても激しい頭痛

このグラフから、ケガや加齢による原因よ
りも、脳に関する疾患が原因で介護が必要
となった方が多いことがわかる

脳
卒
中
は
３
つ
に
分
別

　
（
小
山
医
師
）「
高
齢
者
の
増
加

に
比
例
し
て
、
介
護
が
必
要
な
方

（
寝
た
き
り
・
認
知
症
）
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
脳
卒
中

が
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
大
き
く
次
の
３
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

コツコツがんばる骨折予防 ～骨粗しょう症について知ろう！～

7月25日（水）13：30～15：00
ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室

次回予告

講 

師

日 程

会 場

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい平塚ホスピタル（総務課）
☎0463-22-4105
平塚市袖ヶ浜1-12

ふれあい平塚ホスピタル
整形外科
石渡 義和 医師
日本整形外科学会 整形外科専門医

JR平塚駅南口より徒歩15分

医学講座 参加無料参加無料

8月下旬 開催予定　【講師】 田中真人 ST
「最近“ムセ”ていませんか？ 
～ムセの原因は老化？上手に飲み込む方法をアドバイス～」

平塚駅
茅ヶ崎

湘南
海岸公園

交番

高浜公園前

小田原

南口
バスターミナル

国道134号線

ふれあい
平塚ホスピタル

　「骨粗しょう症」とは、骨の量の減少や質
の劣化によって、骨折しやすくなる病気
です。特に高齢者は「寝たきり」の原因と
なり、介護の必要性が生じてきます。
　整形外科の石渡医師がわかりやすく
説明します。

2年間の肺炎発生率

0

10

20

（％）

口
腔
ケ
ア

実
施
な
し

口
腔
ケ
ア

実
施

19％

11％

   

細
菌
が
誤
っ
て
肺
へ

　
　
高
齢
者
の
死
亡
率
が
高
い
「
誤
嚥
性
肺
炎
」

ときどき入院、ほぼ在宅 ～入院療養から在宅療養へ～
　高齢者本人が自宅での暮らしを望んで
も、医療ケアや介護が必要であれば家族が
その担い手として時間を割かなければなら
ず、自分一人では決められるものではありま
せん。しかし、愛着ある我が家で過ごしたい
気持ちは皆同じ。今回の講座はそんな悩み
の一助になればと思い、開催します。

7月24日（火）14：00～15：00
茅ケ崎新北陵病院 2階 多目的室

次回予告

日 程

会 場

医学講座 参加無料参加無料

8月28日（火）14:00~15:00 開催予定

講 

師

茅ケ崎新北陵病院
内科
澁谷 誠一郎 副院長
医学博士

交通のご案内

お問合わせ
茅ケ崎新北陵病院（担当 香川）
☎0467-53-4111
茅ヶ崎市行谷583-1

茅ケ崎駅北口または
湘南台駅西口から無料シャトルバス

茅ケ崎駅 辻堂駅

寒
川
駅

1

47

404

43

新湘南バイパス

湘
南
台
駅

小
田
急
江
ノ
島
線

文教大学

茅ケ崎
新北陵病院

新湘南バイパス

北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

1
北口
茅ケ崎駅

湘南東部
総合病院
湘南東部
クリニック

45

Pあり 中央公園

　
Ｑ
．
誤
嚥
性
肺
炎
は
ど
の
よ
う

な
人
に
発
症
す
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
嚥
下
機
能
が
低
下
し
た
高

齢
者
の
ほ
か
、
脳
梗
塞
後
遺
症
や

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
疾

患
を
抱
え
て
い
る
方
、
寝
た
き
り

の
患
者
様
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
Ｑ
．
主
な
治
療
方
法
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
抗
菌
薬
を
用
い
た
【
薬
物

療
法
】
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
呼

吸
状
態
や
全
身
状
態
が
不
良
な
場

合
は
、入
院
治
療
を
行
な
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
重
要
な
の
は
、
口
腔

ケ
ア
の
徹
底
と
嚥
下
指
導
で
す
。

　
Ｑ
．
誤
嚥
性
肺
炎
の
特
徴
と
、

予
防
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　

Ａ
．
誤
嚥
性
肺
炎
は
、
中
枢
神

経
系
障
害
な
ど
で
寝
た
き
り
の
患

者
様
、
あ
る
い
は
高
齢
者
に
多
く

発
症
し
ま
す
。
治
療
後
の
回
復
状

態
が
良
く
な
い
場
合
も
多
く
、
慢

性
的
に
繰
り
返
し
発
症
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
の
で
、
徹
底
し
た
口
腔

ケ
ア
を
実
施
し
、
飲
み
込
み
の
指

導
・
改
善
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　
Ｑ
．
口
腔
ケ
ア
ま
で
手
が
回
ら

な
い
と
い
う
の
が
介
護
現
場
の
実

情
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．そ
こ
で
当
院
の
歯
科
で
は
、

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
を
含
め
た
口

腔
内
の
清
掃
状
態
を
維
持
す
る
た

め
に
歯
科
衛
生
士
が
専
門
的
な
口

腔
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

継
続
的
な
口
腔
ケ
ア
に
よ
り
、

口
腔
内
細
菌
も
変
化
し
て
誤
嚥
性

肺
炎
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
口
腔
内
を
刺
激
す
る
こ
と

は
、
機
能
低
下
予
防
に
効
果
的
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
外
来
診
察
・
入
院

療
養
と
も
に
こ
の
口
腔
ケ
ア
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
高
齢
の

方
は
、
定
期
的
な
受
診
を
お
す
す

め
し
ま
す
。（
取
材
協
力
／
同
院

☎︎
０
４
６
７
・
５
３
・
４
１
１
１
）


